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３
月
定
例
会
は
、３
月
２
日
か
ら
19
日
ま
で
開
か
れ
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
第
６
期
菊
陽
町
総

合
計
画
基
本
構
想
や
令
和
２
年
度
補
正
予
算
な
ど
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
た
。

防
災
・
減
災
対
策
整
備
／
コ
ロ
ナ
対
策
に
重
点

令和 3年度当初予算が可決されました
令
和
３
年
度
予
算

一般会計　
特別会計　  
下水道事業会計　
総額　　　　　

160 億   5,068 万 1 千円  （0.1％増）
  83 億   4,075 万 4 千円  （5.1％増）
  22 億 74,721 万 9 千円（11.8％減）
266 億   6,865 万 4 千円  （0.4％増）

民生費
5,984,769
37.3％

民生費
5,984,769
37.3％

自主財源
8,172,410
50.9％

自主財源
8,172,410
50.9％

依存財源
7,878,271
49.1％

依存財源
7,878,271
49.1％

令和３年度
一般会計当初予算
総額160億５千
68万１千円

令和３年度
一般会計当初予算
総額160億５千
68万１千円

令和３年度
一般会計当初予算
総額160億５千
68万１千円

令和３年度
一般会計当初予算
総額160億５千
68万１千円

衛生費
1,491,639
9.3％

衛生費
1,491,639
9.3％

町税
6,717,524
41.9％

町税
6,717,524
41.9％

その他
1,164,651
7.2％

その他
1,164,651
7.2％町債

1,420,700
8.9％

町債
1,420,700
8.9％

県支出金
1,456,141
9.1％

県支出金
1,456,141
9.1％

国庫支出金
3,381,211
21.1％

国庫支出金
3,381,211
21.1％

地方交付税
455,568
2.8％

地方交付税
455,568
2.8％

分担金及び負担金
186,476
1.2％

分担金及び負担金
186,476
1.2％

使用料及び手数料
169,260
1.0％

使用料及び手数料
169,260
1.0％

繰入金
851,244
5.3％

繰入金
851,244
5.3％

その他
247,906
1.5％

その他
247,906
1.5％

土木費
2,222,235
13.9％

土木費
2,222,235
13.9％

教育費
1,937,793
12.1％

教育費
1,937,793
12.1％

公債費
1,543,133
9.6％

公債費
1,543,133
9.6％

総務費
1,604,450
10.0％

総務費
1,604,450
10.0％

その他
1,266,662
7.8％

その他
1,266,662
7.8％

一
般
会
計
は

　
　
昨
年
と
ほ
ぼ
同
規
模

歳　出

歳　入

新型コロナワクチン接種体制
確保事業

（仮称）防災センター整備事業

総合体育館建築工事費用

菊陽北小学校建設費

２億210万円13億3,700万円

5,656万円５億6,222万円

　新型コロナワクチン接種体制確保のた
めの予算

　菊陽杉並木公園を拡張し、総合体育館
を７月より工事着工予定

　令和３年度当初予算は、一般会計・特別会計等総額266億6,865.4万円が可決しました。多岐に
わたって様々な事業がありますが、いずれの事業も住民生活に深くかかわりますので、議会として
しっかりと慎重に審議をおこないました。
　その中でも特に上記の４項目は、新規の事業や防災減災対策整備、新型コロナ対策関連というこ
とでポイントとして挙げました。

　現在建築工事中の（仮称）防災センター
の事業費

　児童数の増加により、菊陽北小学校の
増改築工事が必要となった

ポイント ポイント３３４４

ポイント２２ ポイント１１
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付
託
事
項

○
認
定
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
事
項
に
つ
い
て

○
議
案
第
18
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別

　
　
　
　
　
　
　
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
19
号
　
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
20
号
　
令
和
３
年
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

　
　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

○
請
願
第
１
号
　
国
の
責
任
に
よ
る
40
人
学
級
を
展
望
し
た

　
　
　
　
　
　
　
少
人
数
学
級
の
前
進
を
求
め
る
請
願

賛
成
多
数
で
可
決

図
書
館

　
　
図
書
購
入
は
何
を
　

参
考
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
新
刊
が
掲
載
さ
れ

　
る
新
刊
案
内
や
新
聞

　
や
ネ
ッ
ト
及
び
ツ
タ

　
ヤ
に
出
向
き
情
報
を

　
収
集
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
、マ
ス
ク
着
用
と
検
温
は
必
ず
し
て
も
ら
う
。

　
サ
ー
マ
ル
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
図
書
消
毒
機
を
設
置
し
た
。
館

　
内
は
常
時
換
気
し
て
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る
。

学
務
課

　
　
借
上
料
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
機
器
は
、ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
も
含

　
む
の
か
。

　
　
全
体
整
備
の
３
分
の
２
は
購
入
、
３
分
の
１
は
リ
ー
ス

　
契
約
。
そ
の
リ
ー
ス
契
約
分
の

借
　
上
料
で
あ
る
。

　
　
中
学
校
英
語
検
定
は
。

　
　
昨
年
ま
で
は
中
学
３
年
生
が

　
対
象
だ
っ
た
が
、
本
年
度
か
ら

　
２
年
生
ま
で
補
助
を
広
げ
た
。

生
涯
学
習
課

　
　
地
域
未
来
塾
の
活
動
や
謝
礼

　
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
民
間
の
塾
に
通
っ
て
い
な
い

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、英
語
・

数
学
・
国
語
の
授
業
を
す
る
公

的
な
塾
で
あ
る
。
支
援
者
は
教

員
Ｏ
Ｂ
や
大
学
生
な
ど
に
お
願
い
し
て
い
る
。

施
設
整
備
課

　
　
菊
陽
北
小
学
校
の
給
食
室
の
委
託
内
容
は
。

　
　
現
在
４
２
３
食
対
応
だ
が
、
児
童
増
加
の
た
め
、
８
０
０

食
対
応
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

町
民
課

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
。

　
　
二
月
末
で
申
請
１
万
３
７
７
０
件
。
交
付
率
は
25.4
％
。

交
付
率
が
上
が
っ
た
の
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
公
務
員

の
先
行
取
得
、
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
開
始
が
あ
っ
た

た
め
。

福
祉
課

　
　
民
生
児
童
委
員
の
状
況
は
。

　
　
不
在
地
区
が
10
地
区
あ
る
。

健
康
・
保
険
課

　
き
く
よ
う
健
康
ク
ラ
ブ
が
町
民
の
健
康
増
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
健
康
づ
く
り
の
興
味
を
持
た
せ
る
事
に
主
眼
を
お
き
参

加
者
も
増
え
て
い
る
。
医
療
分
析
は
し
て
い
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
後
期
高
齢
者
医
療
者
の
対
象
者
は
。

　
　
約
４
，０
２
０
名
だ
。毎
年
１
６
０
名
程
度
増
加
し
て
い
る
。

付
託
事
項

○
認
定
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

○
議
案
第
16
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
し
て
は
、
施
設
利
用
で
約
50
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
主
催
講
座
は
極
力
や
っ
て
い
た
だ
く
努
力

を
し
て
約
20
％
の
減
で
維
持
し
て
い
る
。

人
権
・
啓
発
課

　
団
体
助
成
金
の
減
額
交
渉
は
行
っ
て
い
る
が
、
削
減
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
年
度
末
の
採
算
の
際
に
は
領
収
証
等
の

資
料
提
出
と
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度
の
助

成
金
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
会
議
や
大
会
が
中
止
と
な
っ

た
た
め
に
例
年
の
半
分
に
な
る
予
想
。

財
政
課

　
公
用
車
は
使
用
期
間
が
長
い
た
め
に
現
在
は
購
入
し
て
い
る

が
、
今
後
は
車
検
代
や
修
理
費
等
を
含
め
て
リ
ー
ス
と
の
比
較

検
討
を
行
う
。
ま
た
、
電
気
料
金
も
電
力
の
入
札
を
行
う
た
め

の
契
約
方
法
な
ど
手
法
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

会
計
課

　
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
件
数

は
12
月
末
現
在
３
３
，
３
９
０
件
で
納
付
書
支
払
全
体
の
約

25
％
で
見
込
み
よ
り
上
回
っ
た
。

総
合
政
策
課

　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
令
和
２
年
度
は
歳
入
が
約
９
６
０
万

円
、
歳
出
が
約
４
５
０
万
円
で
、
令
和
３
年
度
は
歳
入
５
千

万
円
を
目
標
と
し
て
、
広
告
費
・
手
数
料
・
委
託
料
・
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
使
用
料
な
ど
を
計
上
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
、
返
礼
品
も
増
や
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
巡
回
バ
ス
の
西
部
線
が
月
・
水
・
金
の
み
の
運
行
で
頻
度

を
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
既
存
の
路
線
と
の
重
複
あ

る
の
で
事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
病

院
へ
の
利
用
が
多
く
、
行
き
は

乗
合
タ
ク
シ
ー
帰
り
は
通
常
の

タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
利
用
が
多

い
こ
と
と
、
行
き
帰
り
で
時
間

が
合
わ
な
い
と
の
要
望
を
踏
ま

え
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で
も

議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

税
務
課

　
歳
入
の
町
民
税（
個
人
）は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
比
率
を

参
考
に
８
％
の
減
と
予
測
し
て
お
り
、
町
民
税（
法
人
）は
交

付
率
が
9.7
％
か
ら
６
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
も
の
。

危
機
管
理
防
災
課

　
県
が
進
め
て
い
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
追
加
と
、
最
大

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
が
策
定
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
総

合
防
災
マ
ッ
プ
２
万
部
を
作
成
す
る
。

　
防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
補
助
は
、
防
災
用
と
し
て
地
区
で
倉
庫

を
整
備
す
る
場
合
、
25
万
円
を
上
限
と
し
て
そ
の
費
用
の
３
分

の
１
を
補
助
す
る
。

総
務
課

　
文
書
配
布
委
託
は
配
布
業
者
と
町
で
情
報
を
共
有
し
て
、

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
毎
回
配
布
す
る
人
へ
引
継
ぎ
し
て
お
り
、

情
報
が
蓄
積
し
て
き
た
の
で
、
だ
い
ぶ
配
布
漏
れ
は
少
な
く

な
っ
て
き
た
。
た
だ
、
自
治
会
経
由
で
配
ら
れ
て
い
た
と
き

は
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
発
行
日
か
ら
す
ぐ
配
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
町
全
体
の
配
布
を
概
ね
10
日
間
で
完
了
す
る

内
容
の
契
約
と
な
っ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
届
く
ま
で

10
日
程
度
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

付
託
事
項

○
議
案
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
事
項
に
つ
い
て

○
議
案
第
17
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
21
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計
予

　
　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

建
設
課

　
　
下
戸
橋
修
繕
の
内
容
は
。

　
下
戸
橋
は
県
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
が
、
当
時
の
資
料
が
な

く
、
構
造
も
わ
か
ら
な
い
。
修
繕
内
容
の
決
定
や
構
造
等

を
精
査
す
る
た
め
、
地
質
調
査
及
び
測
量
を
す
る
。

　
　
佐
渡
原
橋
及
び
川
久
保
南
方
線
の
整
備
計
画
は
。

　
令
和
３
年
度
で
佐
渡
原
橋
の
測
量
設
計
を
行
う
。
川
久

保
南
放
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
総
合
計
画
と
整
合
を
と
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

都
市
計
画
課

　
柳
水
湧
水
公
園
に
つ
い
て
調
査
の
結
果
、
水
が
な
い
場

合
は
埋
め
立
て
て
広
場
化
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。

　
調
査
費
用
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
井
戸
を
堀

り
水
を
湧
か
す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
原
水
駅
周
辺
整
備
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
平
成
30
年
度
に
土
地
区
画
整
理
事
業
で
い
う
Ａ
調
査
を

行
っ
た
。
今
度
Ｂ
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
次
期
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
が
可
能
か
県
と

協
議
す
る
。
令
和
５
年
度
に
は
位
置
づ
け
が
可
能
か
明
ら

か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
見
え
て
く
る
。

下
水
道
課

　
杉
並
台
ポ
ン
プ
場
の
維
持
管
理
負
担
金
は
ど
の
よ
う
な

協
定
を
結
ん
で
い
る
の
か
。

　
合
志
市
と
水
量
比
に
基
づ
く
費
用
負
担
と
し
て
い
る
。

環
境
生
活
課

　
焼
却
ご
み
の
搬
入
先

が
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

に
変
わ
る
こ
と
に
よ
り

運
搬
距
離
が
短
縮
さ
れ

る
が
、
収
集
運
搬
業
務
委

託
料
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
積
算
内
訳
で
は
、
運
搬

距
離
が
短
く
な
る
の
で
、

燃
料
代
を
そ
の
分
減
ら
し

て
い
る
。

農
政
課

　
森
林
整
備
委
託
料
と
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
国
が
確
保
し
市
町
村
へ
配
分
し
て
い

る
。
町
に
は
年
間
約
３
７
０
万
円
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
町

で
は
譲
与
税
を
活
用
し
森
林
所
有
者
に
対
し
、
維
持
管
理
に

関
す
る
意
向
調
査
を
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。
残
額
は
今
後

の
作
業
委
託
料
と
し
て
基
金
積
立
を
予
定
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　
現
在
の
耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
。

　
約
４
ha
あ
る
。

商
工
振
興
課

　
誘
致
企
業
へ
の
補
助
金
で
５
千
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

対
象
会
社
は
何
社
か
。

　
５
社
を
想
定
し
て
い
る
。

　
仮
称
第
２
原
水
工
業
団
地
の
用
地
交
渉
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
か
。

　
新
た
に
４
名
の
方
と
契
約
を
締
結
し
た
。
残
り
の
地
権
者

は
９
名
で
あ
る
。
用
地
交
渉
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

返礼品ベスト３

馬刺セット

野菜セット

みそ詰め合わせセット

タブレット端末での授業風景

産業建設常任委員会の視察

各
常
任
委
員
会
の
報
告

A QA Q

A QA QA Q A Q

付
託
事
項

○
認
定
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
事
項
に
つ
い
て

○
議
案
第
18
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別

　
　
　
　
　
　
　
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
19
号
　
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
20
号
　
令
和
３
年
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

　
　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

○
請
願
第
１
号
　
国
の
責
任
に
よ
る
40
人
学
級
を
展
望
し
た

　
　
　
　
　
　
　
少
人
数
学
級
の
前
進
を
求
め
る
請
願

賛
成
多
数
で
可
決

図
書
館

　
　
図
書
購
入
は
何
を
　

参
考
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
新
刊
が
掲
載
さ
れ

　
る
新
刊
案
内
や
新
聞

　
や
ネ
ッ
ト
及
び
ツ
タ

　
ヤ
に
出
向
き
情
報
を

　
収
集
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
、マ
ス
ク
着
用
と
検
温
は
必
ず
し
て
も
ら
う
。

　
サ
ー
マ
ル
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
図
書
消
毒
機
を
設
置
し
た
。
館

　
内
は
常
時
換
気
し
て
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る
。

学
務
課

　
　
借
上
料
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
機
器
は
、ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
も
含

　
む
の
か
。

　
　
全
体
整
備
の
３
分
の
２
は
購
入
、
３
分
の
１
は
リ
ー
ス

　
契
約
。
そ
の
リ
ー
ス
契
約
分
の

借
　
上
料
で
あ
る
。

　
　
中
学
校
英
語
検
定
は
。

　
　
昨
年
ま
で
は
中
学
３
年
生
が

　
対
象
だ
っ
た
が
、
本
年
度
か
ら

　
２
年
生
ま
で
補
助
を
広
げ
た
。

生
涯
学
習
課

　
　
地
域
未
来
塾
の
活
動
や
謝
礼

　
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
民
間
の
塾
に
通
っ
て
い
な
い

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、英
語
・

数
学
・
国
語
の
授
業
を
す
る
公

的
な
塾
で
あ
る
。
支
援
者
は
教

員
Ｏ
Ｂ
や
大
学
生
な
ど
に
お
願
い
し
て
い
る
。

施
設
整
備
課

　
　
菊
陽
北
小
学
校
の
給
食
室
の
委
託
内
容
は
。

　
　
現
在
４
２
３
食
対
応
だ
が
、
児
童
増
加
の
た
め
、
８
０
０

食
対
応
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

町
民
課

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
。

　
　
二
月
末
で
申
請
１
万
３
７
７
０
件
。
交
付
率
は
25.4
％
。

交
付
率
が
上
が
っ
た
の
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
公
務
員

の
先
行
取
得
、
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
開
始
が
あ
っ
た

た
め
。

福
祉
課

　
　
民
生
児
童
委
員
の
状
況
は
。

　
　
不
在
地
区
が
10
地
区
あ
る
。

健
康
・
保
険
課

　
き
く
よ
う
健
康
ク
ラ
ブ
が
町
民
の
健
康
増
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
健
康
づ
く
り
の
興
味
を
持
た
せ
る
事
に
主
眼
を
お
き
参

加
者
も
増
え
て
い
る
。
医
療
分
析
は
し
て
い
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
後
期
高
齢
者
医
療
者
の
対
象
者
は
。

　
　
約
４
，０
２
０
名
だ
。毎
年
１
６
０
名
程
度
増
加
し
て
い
る
。

付
託
事
項

○
認
定
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

○
議
案
第
16
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
し
て
は
、
施
設
利
用
で
約
50
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
主
催
講
座
は
極
力
や
っ
て
い
た
だ
く
努
力

を
し
て
約
20
％
の
減
で
維
持
し
て
い
る
。

人
権
・
啓
発
課

　
団
体
助
成
金
の
減
額
交
渉
は
行
っ
て
い
る
が
、
削
減
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
年
度
末
の
採
算
の
際
に
は
領
収
証
等
の

資
料
提
出
と
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度
の
助

成
金
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
会
議
や
大
会
が
中
止
と
な
っ

た
た
め
に
例
年
の
半
分
に
な
る
予
想
。

財
政
課

　
公
用
車
は
使
用
期
間
が
長
い
た
め
に
現
在
は
購
入
し
て
い
る

が
、
今
後
は
車
検
代
や
修
理
費
等
を
含
め
て
リ
ー
ス
と
の
比
較

検
討
を
行
う
。
ま
た
、
電
気
料
金
も
電
力
の
入
札
を
行
う
た
め

の
契
約
方
法
な
ど
手
法
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

会
計
課

　
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
件
数

は
12
月
末
現
在
３
３
，
３
９
０
件
で
納
付
書
支
払
全
体
の
約

25
％
で
見
込
み
よ
り
上
回
っ
た
。

総
合
政
策
課

　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
令
和
２
年
度
は
歳
入
が
約
９
６
０
万

円
、
歳
出
が
約
４
５
０
万
円
で
、
令
和
３
年
度
は
歳
入
５
千

万
円
を
目
標
と
し
て
、
広
告
費
・
手
数
料
・
委
託
料
・
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
使
用
料
な
ど
を
計
上
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
、
返
礼
品
も
増
や
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
巡
回
バ
ス
の
西
部
線
が
月
・
水
・
金
の
み
の
運
行
で
頻
度

を
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
既
存
の
路
線
と
の
重
複
あ

る
の
で
事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
病

院
へ
の
利
用
が
多
く
、
行
き
は

乗
合
タ
ク
シ
ー
帰
り
は
通
常
の

タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
利
用
が
多

い
こ
と
と
、
行
き
帰
り
で
時
間

が
合
わ
な
い
と
の
要
望
を
踏
ま

え
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で
も

議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

税
務
課

　
歳
入
の
町
民
税（
個
人
）は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
比
率
を

参
考
に
８
％
の
減
と
予
測
し
て
お
り
、
町
民
税（
法
人
）は
交

付
率
が
9.7
％
か
ら
６
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
も
の
。

危
機
管
理
防
災
課

　
県
が
進
め
て
い
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
追
加
と
、
最
大

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
が
策
定
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
総

合
防
災
マ
ッ
プ
２
万
部
を
作
成
す
る
。

　
防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
補
助
は
、
防
災
用
と
し
て
地
区
で
倉
庫

を
整
備
す
る
場
合
、
25
万
円
を
上
限
と
し
て
そ
の
費
用
の
３
分

の
１
を
補
助
す
る
。

総
務
課

　
文
書
配
布
委
託
は
配
布
業
者
と
町
で
情
報
を
共
有
し
て
、

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
毎
回
配
布
す
る
人
へ
引
継
ぎ
し
て
お
り
、

情
報
が
蓄
積
し
て
き
た
の
で
、
だ
い
ぶ
配
布
漏
れ
は
少
な
く

な
っ
て
き
た
。
た
だ
、
自
治
会
経
由
で
配
ら
れ
て
い
た
と
き

は
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
発
行
日
か
ら
す
ぐ
配
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
町
全
体
の
配
布
を
概
ね
10
日
間
で
完
了
す
る

内
容
の
契
約
と
な
っ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
届
く
ま
で

10
日
程
度
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
：
西
本
友
春

付
託
事
項

○
議
案
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
事
項
に
つ
い
て

○
議
案
第
17
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
21
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計
予

　
　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

建
設
課

　
　
下
戸
橋
修
繕
の
内
容
は
。

　
下
戸
橋
は
県
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
が
、
当
時
の
資
料
が
な

く
、
構
造
も
わ
か
ら
な
い
。
修
繕
内
容
の
決
定
や
構
造
等

を
精
査
す
る
た
め
、
地
質
調
査
及
び
測
量
を
す
る
。

　
　
佐
渡
原
橋
及
び
川
久
保
南
方
線
の
整
備
計
画
は
。

　
令
和
３
年
度
で
佐
渡
原
橋
の
測
量
設
計
を
行
う
。
川
久

保
南
放
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
総
合
計
画
と
整
合
を
と
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

都
市
計
画
課

　
柳
水
湧
水
公
園
に
つ
い
て
調
査
の
結
果
、
水
が
な
い
場

合
は
埋
め
立
て
て
広
場
化
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。

　
調
査
費
用
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
井
戸
を
堀

り
水
を
湧
か
す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
原
水
駅
周
辺
整
備
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
平
成
30
年
度
に
土
地
区
画
整
理
事
業
で
い
う
Ａ
調
査
を

行
っ
た
。
今
度
Ｂ
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
次
期
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
が
可
能
か
県
と

協
議
す
る
。
令
和
５
年
度
に
は
位
置
づ
け
が
可
能
か
明
ら

か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
見
え
て
く
る
。

下
水
道
課

　
杉
並
台
ポ
ン
プ
場
の
維
持
管
理
負
担
金
は
ど
の
よ
う
な

協
定
を
結
ん
で
い
る
の
か
。

　
合
志
市
と
水
量
比
に
基
づ
く
費
用
負
担
と
し
て
い
る
。

環
境
生
活
課

　
焼
却
ご
み
の
搬
入
先

が
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

に
変
わ
る
こ
と
に
よ
り

運
搬
距
離
が
短
縮
さ
れ

る
が
、
収
集
運
搬
業
務
委

託
料
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
積
算
内
訳
で
は
、
運
搬

距
離
が
短
く
な
る
の
で
、

燃
料
代
を
そ
の
分
減
ら
し

て
い
る
。

農
政
課

　
森
林
整
備
委
託
料
と
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
国
が
確
保
し
市
町
村
へ
配
分
し
て
い

る
。
町
に
は
年
間
約
３
７
０
万
円
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
町

で
は
譲
与
税
を
活
用
し
森
林
所
有
者
に
対
し
、
維
持
管
理
に

関
す
る
意
向
調
査
を
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。
残
額
は
今
後

の
作
業
委
託
料
と
し
て
基
金
積
立
を
予
定
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　
現
在
の
耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
。

　
約
４
ha
あ
る
。

商
工
振
興
課

　
誘
致
企
業
へ
の
補
助
金
で
５
千
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

対
象
会
社
は
何
社
か
。

　
５
社
を
想
定
し
て
い
る
。

　
仮
称
第
２
原
水
工
業
団
地
の
用
地
交
渉
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
か
。

　
新
た
に
４
名
の
方
と
契
約
を
締
結
し
た
。
残
り
の
地
権
者

は
９
名
で
あ
る
。
用
地
交
渉
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

委
員
長
：
坂
本
秀
則

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
：
佐
々
木
理
美
子

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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付
託
事
項

○
認
定
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
事
項
に
つ
い
て

○
議
案
第
18
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別

　
　
　
　
　
　
　
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
19
号
　
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
20
号
　
令
和
３
年
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

　
　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

○
請
願
第
１
号
　
国
の
責
任
に
よ
る
40
人
学
級
を
展
望
し
た

　
　
　
　
　
　
　
少
人
数
学
級
の
前
進
を
求
め
る
請
願

賛
成
多
数
で
可
決

図
書
館

　
　
図
書
購
入
は
何
を
　

参
考
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
新
刊
が
掲
載
さ
れ

　
る
新
刊
案
内
や
新
聞

　
や
ネ
ッ
ト
及
び
ツ
タ

　
ヤ
に
出
向
き
情
報
を

　
収
集
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
、マ
ス
ク
着
用
と
検
温
は
必
ず
し
て
も
ら
う
。

　
サ
ー
マ
ル
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
図
書
消
毒
機
を
設
置
し
た
。
館

　
内
は
常
時
換
気
し
て
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る
。

学
務
課

　
　
借
上
料
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
機
器
は
、ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
も
含

　
む
の
か
。

　
　
全
体
整
備
の
３
分
の
２
は
購
入
、
３
分
の
１
は
リ
ー
ス

　
契
約
。
そ
の
リ
ー
ス
契
約
分
の

借
　
上
料
で
あ
る
。

　
　
中
学
校
英
語
検
定
は
。

　
　
昨
年
ま
で
は
中
学
３
年
生
が

　
対
象
だ
っ
た
が
、
本
年
度
か
ら

　
２
年
生
ま
で
補
助
を
広
げ
た
。

生
涯
学
習
課

　
　
地
域
未
来
塾
の
活
動
や
謝
礼

　
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
民
間
の
塾
に
通
っ
て
い
な
い

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、英
語
・

数
学
・
国
語
の
授
業
を
す
る
公

的
な
塾
で
あ
る
。
支
援
者
は
教

員
Ｏ
Ｂ
や
大
学
生
な
ど
に
お
願
い
し
て
い
る
。

施
設
整
備
課

　
　
菊
陽
北
小
学
校
の
給
食
室
の
委
託
内
容
は
。

　
　
現
在
４
２
３
食
対
応
だ
が
、
児
童
増
加
の
た
め
、
８
０
０

食
対
応
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

町
民
課

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
。

　
　
二
月
末
で
申
請
１
万
３
７
７
０
件
。
交
付
率
は
25.4
％
。

交
付
率
が
上
が
っ
た
の
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
公
務
員

の
先
行
取
得
、
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
開
始
が
あ
っ
た

た
め
。

福
祉
課

　
　
民
生
児
童
委
員
の
状
況
は
。

　
　
不
在
地
区
が
10
地
区
あ
る
。

健
康
・
保
険
課

　
き
く
よ
う
健
康
ク
ラ
ブ
が
町
民
の
健
康
増
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
健
康
づ
く
り
の
興
味
を
持
た
せ
る
事
に
主
眼
を
お
き
参

加
者
も
増
え
て
い
る
。
医
療
分
析
は
し
て
い
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
後
期
高
齢
者
医
療
者
の
対
象
者
は
。

　
　
約
４
，０
２
０
名
だ
。毎
年
１
６
０
名
程
度
増
加
し
て
い
る
。

付
託
事
項

○
認
定
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

○
議
案
第
16
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
し
て
は
、
施
設
利
用
で
約
50
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
主
催
講
座
は
極
力
や
っ
て
い
た
だ
く
努
力

を
し
て
約
20
％
の
減
で
維
持
し
て
い
る
。

人
権
・
啓
発
課

　
団
体
助
成
金
の
減
額
交
渉
は
行
っ
て
い
る
が
、
削
減
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
年
度
末
の
採
算
の
際
に
は
領
収
証
等
の

資
料
提
出
と
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度
の
助

成
金
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
会
議
や
大
会
が
中
止
と
な
っ

た
た
め
に
例
年
の
半
分
に
な
る
予
想
。

財
政
課

　
公
用
車
は
使
用
期
間
が
長
い
た
め
に
現
在
は
購
入
し
て
い
る

が
、
今
後
は
車
検
代
や
修
理
費
等
を
含
め
て
リ
ー
ス
と
の
比
較

検
討
を
行
う
。
ま
た
、
電
気
料
金
も
電
力
の
入
札
を
行
う
た
め

の
契
約
方
法
な
ど
手
法
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

会
計
課

　
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
件
数

は
12
月
末
現
在
３
３
，
３
９
０
件
で
納
付
書
支
払
全
体
の
約

25
％
で
見
込
み
よ
り
上
回
っ
た
。

総
合
政
策
課

　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
令
和
２
年
度
は
歳
入
が
約
９
６
０
万

円
、
歳
出
が
約
４
５
０
万
円
で
、
令
和
３
年
度
は
歳
入
５
千

万
円
を
目
標
と
し
て
、
広
告
費
・
手
数
料
・
委
託
料
・
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
使
用
料
な
ど
を
計
上
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
、
返
礼
品
も
増
や
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
巡
回
バ
ス
の
西
部
線
が
月
・
水
・
金
の
み
の
運
行
で
頻
度

を
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
既
存
の
路
線
と
の
重
複
あ

る
の
で
事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
病

院
へ
の
利
用
が
多
く
、
行
き
は

乗
合
タ
ク
シ
ー
帰
り
は
通
常
の

タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
利
用
が
多

い
こ
と
と
、
行
き
帰
り
で
時
間

が
合
わ
な
い
と
の
要
望
を
踏
ま

え
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で
も

議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

税
務
課

　
歳
入
の
町
民
税（
個
人
）は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
比
率
を

参
考
に
８
％
の
減
と
予
測
し
て
お
り
、
町
民
税（
法
人
）は
交

付
率
が
9.7
％
か
ら
６
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
も
の
。

危
機
管
理
防
災
課

　
県
が
進
め
て
い
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
追
加
と
、
最
大

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
が
策
定
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
総

合
防
災
マ
ッ
プ
２
万
部
を
作
成
す
る
。

　
防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
補
助
は
、
防
災
用
と
し
て
地
区
で
倉
庫

を
整
備
す
る
場
合
、
25
万
円
を
上
限
と
し
て
そ
の
費
用
の
３
分

の
１
を
補
助
す
る
。

総
務
課

　
文
書
配
布
委
託
は
配
布
業
者
と
町
で
情
報
を
共
有
し
て
、

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
毎
回
配
布
す
る
人
へ
引
継
ぎ
し
て
お
り
、

情
報
が
蓄
積
し
て
き
た
の
で
、
だ
い
ぶ
配
布
漏
れ
は
少
な
く

な
っ
て
き
た
。
た
だ
、
自
治
会
経
由
で
配
ら
れ
て
い
た
と
き

は
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
発
行
日
か
ら
す
ぐ
配
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
町
全
体
の
配
布
を
概
ね
10
日
間
で
完
了
す
る

内
容
の
契
約
と
な
っ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
届
く
ま
で

10
日
程
度
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

付
託
事
項

○
議
案
第
15
号
　「
令
和
３
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
事
項
に
つ
い
て

○
議
案
第
17
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
21
号
　
令
和
３
年
度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計
予

　
　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

建
設
課

　
　
下
戸
橋
修
繕
の
内
容
は
。

　
下
戸
橋
は
県
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
が
、
当
時
の
資
料
が
な

く
、
構
造
も
わ
か
ら
な
い
。
修
繕
内
容
の
決
定
や
構
造
等

を
精
査
す
る
た
め
、
地
質
調
査
及
び
測
量
を
す
る
。

　
　
佐
渡
原
橋
及
び
川
久
保
南
方
線
の
整
備
計
画
は
。

　
令
和
３
年
度
で
佐
渡
原
橋
の
測
量
設
計
を
行
う
。
川
久

保
南
放
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
総
合
計
画
と
整
合
を
と
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

都
市
計
画
課

　
柳
水
湧
水
公
園
に
つ
い
て
調
査
の
結
果
、
水
が
な
い
場

合
は
埋
め
立
て
て
広
場
化
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。

　
調
査
費
用
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
井
戸
を
堀

り
水
を
湧
か
す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
原
水
駅
周
辺
整
備
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
平
成
30
年
度
に
土
地
区
画
整
理
事
業
で
い
う
Ａ
調
査
を

行
っ
た
。
今
度
Ｂ
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
次
期
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
が
可
能
か
県
と

協
議
す
る
。
令
和
５
年
度
に
は
位
置
づ
け
が
可
能
か
明
ら

か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
見
え
て
く
る
。

下
水
道
課

　
杉
並
台
ポ
ン
プ
場
の
維
持
管
理
負
担
金
は
ど
の
よ
う
な

協
定
を
結
ん
で
い
る
の
か
。

　
合
志
市
と
水
量
比
に
基
づ
く
費
用
負
担
と
し
て
い
る
。

環
境
生
活
課

　
焼
却
ご
み
の
搬
入
先

が
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

に
変
わ
る
こ
と
に
よ
り

運
搬
距
離
が
短
縮
さ
れ

る
が
、
収
集
運
搬
業
務
委

託
料
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
積
算
内
訳
で
は
、
運
搬

距
離
が
短
く
な
る
の
で
、

燃
料
代
を
そ
の
分
減
ら
し

て
い
る
。

農
政
課

　
森
林
整
備
委
託
料
と
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
国
が
確
保
し
市
町
村
へ
配
分
し
て
い

る
。
町
に
は
年
間
約
３
７
０
万
円
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
町

で
は
譲
与
税
を
活
用
し
森
林
所
有
者
に
対
し
、
維
持
管
理
に

関
す
る
意
向
調
査
を
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。
残
額
は
今
後

の
作
業
委
託
料
と
し
て
基
金
積
立
を
予
定
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　
現
在
の
耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
。

　
約
４
ha
あ
る
。

商
工
振
興
課

　
誘
致
企
業
へ
の
補
助
金
で
５
千
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

対
象
会
社
は
何
社
か
。

　
５
社
を
想
定
し
て
い
る
。

　
仮
称
第
２
原
水
工
業
団
地
の
用
地
交
渉
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
か
。

　
新
た
に
４
名
の
方
と
契
約
を
締
結
し
た
。
残
り
の
地
権
者

は
９
名
で
あ
る
。
用
地
交
渉
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

返礼品ベスト３

馬刺セット

野菜セット

みそ詰め合わせセット

タブレット端末での授業風景

産業建設常任委員会の視察
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令和３年第１回菊陽町議会定例会
　３月議会で上程された案件は、議案40件であった。令和２年度補正予算、令和３年度一般会計予算、特別会計
予算とも慎重に審議された。３月議会の会期は、３月２日～３月19日まで。

付議事件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  下記34議案については、全員賛成で可決

◇承認第１号　　専決処分の承認を求めることについて（令和２年度菊陽町一般会計補正予算第７号）
◇議案第１号　　菊陽町子育て支援施設等整備基金条例の制定について
◇議案第２号　　菊陽町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第３号　　菊陽町老人福祉センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第４号　　菊陽町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第５号　　菊陽町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第６号　　菊陽町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第７号　　菊陽町指定地域密着型サービスに関する基準を定める条例等の一部を改正する条例の制定について
◇議案第９号　　令和２年度菊陽町土地取得特別会計補正予算（第１号）について
◇議案第10号　　令和２年度菊陽町工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）について
◇議案第11号　　令和２年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について
◇議案第12号　　令和２年度菊陽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について
◇議案第13号　　令和２年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第３号）について
◇議案第14号　　令和２年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第３号）について
◇議案第16号　　令和３年度菊陽町土地取得特別会計予算について
◇議案第17号　　令和３年度菊陽町工業団地造成事業特別会計予算について
◇議案第21号　　令和３年度菊陽町下水道事業会計予算について
◇議案第22号　　基本構想を定めることについて
◇議案第23号　　字の区域の変更について
◇同意第１号～９号　　菊陽町農業委員会の委員の任命について
◇請願第１号　　国の責任による「30人学級」を展望した小人数学級の前進を求める請願
◇議案第25号　　工事請負契約の締結について（菊陽杉並木公園拡張整備雨水調整池築造工事）　　
◇議案第26号　　工事請負契約の締結について（菊陽杉並木公園拡張整備擁壁築造工事（その１））　　
◇発議第１号　　菊陽町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
◇発議第２号   　35人学級編制に伴う教育環境整備に関する意見書（案）
◇発議第３号   　国の責任による「30人学級」を展望した小人数学級の前進を求める意見書（案）

◇
議
案
第
８
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
８
号
）に
つ
い
て

《
Ｑ
》    

　  

阪
本
俊
浩
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
報

酬
、
特
産
品
製
造
・
販
売
推

進
補
助
金
、
次
世
代
人
材
投

資
事
業
交
付
金
の
予
算
が
執

行
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

支
出
金
３
，
１
６
２
万
８
千

円
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

《
Ａ
》    

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
募
集
が
出

来
な
か
っ
た
。

　
特
産
品
製
造
・
販
売
促
進

補
助
金
は
新
規
事
業
に
つ
い

て
申
請
が
な
か
っ
た
。

　
次
世
代
人
材
投
資
事
業
交

付
金
は
当
初
５
人
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
申

請
が
な
か
っ
た
。

　
国
、
県
の
予
算
配
分
と
交

付
決
定
に
よ
る
減
額
。

《
Ｑ
》　 

　  

廣
瀨
英
二
議
員

　
光
の
森
駅
歩
道
橋
整
備
事

業
の
総
工
事
費
を
ど
の
く
ら

い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

《
Ａ
》 

　

　
２
年
間
計
画
で
総
工
事
費

２
億
５
千
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。

　
今
回
の
予
算
で
、
歩
道
橋

の
工
場
製
作
の
発
注
を
予
定

し
て
い
る
。

　
翌
年
度
に
、
現
地
で
の
組

立
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で

あ
る
。

《
Ｑ
》　   

　
甲
斐
榮
治
議
員

　
光
の
森
駅
前
横
断
関
連

で
、１
億
５
，７
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
町
が
負

担
す
る
の
か
。

《
Ａ
》

　
橋
台
が
予
定
さ
れ
て
い
る

場
所
の
地
質
調
査
、
細
詳
設

計
等
で
、
費
用
が
算
出
さ
れ

て
か
ら
の
協
議
と
な
る
。

《
Ｑ
》　
　
　
渡
辺
裕
之
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
支
援
事
業
補
助

金 

７
，
０
０
０
万
円
の
事
業

内
容
は
。

《
Ａ
》

　
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
事

業
と
は
別
に
、
県
で
新
た
な

事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
対
象
者
に
対
す
る
支
援

と
な
っ
て
い
る
。

他６議案については、賛成多数で可決

■議員の賛否を公開します

◇議案第15号　　令和３年度菊陽町一般会計予算について

◇議案第18号　令和３年度菊陽町国民健康保険特別会計予算について
◇議案第19号　令和３年度菊陽町後期高齢者医療特別会計予算について
【議案第19号に対する反対討論】　小林久美子議員
●後期高齢者保険料の引き上げが行われているため。
●制度当初は軽減措置があったが、この数年で打ち切られているため。
●75歳以上の窓口負担を１割から２割負担にする計画が進んでいるため。

◇議案第20号　令和３年度菊陽町介護保険特別会計予算について
◇議案第24号　町道路線の認定について　
【議案第24号に対する反対討論】　北山正樹議員
●行き止まり道路の維持管理費用が発生するため。

小林久美子議員  阪本俊浩議員反　対 賛　成
・コロナ対策で、熊本市や山鹿市などでは、社会的検
査を積極的に実施されている。菊陽町では、検査等
の実施は予算化されていない。コロナ感染で生活が
困窮している人たちへの対応が必要ではないか。特
に、女性の非正規雇用の方へのしわ寄せが起きてい
る。

・同和団体助成金で、前年度は約半分しか使われてい
ないとの報告であった。任意運動団体への支出は問
題であり、削減を求めてきたが、前年と同額の予算
になっている。

・マイナンバーカード関連の予算で、委員長報告で
は、２月末に25.4％の取得となっているが、３月か
らマイナンバーカードを国民健康保険証として使え
るようになると言われている。一緒になると、個人
情報が一括管理されかねない危険性を感じる。

・総合体育館新築工事には国から助成される６億7,500
万円も含め13億5,000万円が工事費及び管理費として
計上され、着工に向け進んでいる。

・空港線延伸や新原水工業団地建設後の原水地区の将
来像を見据えて立案された原水駅周辺土地区画整理
事業にも約3,000万円が計上されている。
・社会福祉の充実、子育て支援にも手厚い支援がされ
ている。保育と教育の充実、及び環境整備関連予算
も計上されている。
・地方創生関連は、防災管理費・小中校のパソコン予算・
町内巡回バス・乗り合いタクシー関連・地域おこし協力
隊などの事業にも手厚く予算が計上されている。

・農政関係では、県事業である白水台地の送水管整備
事業に1,710万円を負担し、実施設計が予定されて
いる。新町井手・南方井手改修工事には今年分合わ
せて8,000万円が計上され、改修工事が行われる予
定となっている。

議案番号
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪
本
俊

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

布

　
田

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

議案第８号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

議案第15号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第18号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第19号 可決 15-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

議案第20号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第24号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　※報告は採決がないため削除しています。
　結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査

○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退
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令和３年第１回菊陽町議会定例会
　３月議会で上程された案件は、議案40件であった。令和２年度補正予算、令和３年度一般会計予算、特別会計
予算とも慎重に審議された。３月議会の会期は、３月２日～３月19日まで。

付議事件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  下記34議案については、全員賛成で可決

◇承認第１号　　専決処分の承認を求めることについて（令和２年度菊陽町一般会計補正予算第７号）
◇議案第１号　　菊陽町子育て支援施設等整備基金条例の制定について
◇議案第２号　　菊陽町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第３号　　菊陽町老人福祉センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第４号　　菊陽町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第５号　　菊陽町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第６号　　菊陽町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
◇議案第７号　　菊陽町指定地域密着型サービスに関する基準を定める条例等の一部を改正する条例の制定について
◇議案第９号　　令和２年度菊陽町土地取得特別会計補正予算（第１号）について
◇議案第10号　　令和２年度菊陽町工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）について
◇議案第11号　　令和２年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について
◇議案第12号　　令和２年度菊陽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について
◇議案第13号　　令和２年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第３号）について
◇議案第14号　　令和２年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第３号）について
◇議案第16号　　令和３年度菊陽町土地取得特別会計予算について
◇議案第17号　　令和３年度菊陽町工業団地造成事業特別会計予算について
◇議案第21号　　令和３年度菊陽町下水道事業会計予算について
◇議案第22号　　基本構想を定めることについて
◇議案第23号　　字の区域の変更について
◇同意第１号～９号　　菊陽町農業委員会の委員の任命について
◇請願第１号　　国の責任による「30人学級」を展望した小人数学級の前進を求める請願
◇議案第25号　　工事請負契約の締結について（菊陽杉並木公園拡張整備雨水調整池築造工事）　　
◇議案第26号　　工事請負契約の締結について（菊陽杉並木公園拡張整備擁壁築造工事（その１））　　
◇発議第１号　　菊陽町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
◇発議第２号   　35人学級編制に伴う教育環境整備に関する意見書（案）
◇発議第３号   　国の責任による「30人学級」を展望した小人数学級の前進を求める意見書（案）

◇
議
案
第
８
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
８
号
）に
つ
い
て

《
Ｑ
》    

　  

阪
本
俊
浩
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
報

酬
、
特
産
品
製
造
・
販
売
推

進
補
助
金
、
次
世
代
人
材
投

資
事
業
交
付
金
の
予
算
が
執

行
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

支
出
金
３
，
１
６
２
万
８
千

円
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

《
Ａ
》    

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
募
集
が
出

来
な
か
っ
た
。

　
特
産
品
製
造
・
販
売
促
進

補
助
金
は
新
規
事
業
に
つ
い

て
申
請
が
な
か
っ
た
。

　
次
世
代
人
材
投
資
事
業
交

付
金
は
当
初
５
人
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
申

請
が
な
か
っ
た
。

　
国
、
県
の
予
算
配
分
と
交

付
決
定
に
よ
る
減
額
。

《
Ｑ
》　 

　  

廣
瀨
英
二
議
員

　
光
の
森
駅
歩
道
橋
整
備
事

業
の
総
工
事
費
を
ど
の
く
ら

い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

《
Ａ
》 

　

　
２
年
間
計
画
で
総
工
事
費

２
億
５
千
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。

　
今
回
の
予
算
で
、
歩
道
橋

の
工
場
製
作
の
発
注
を
予
定

し
て
い
る
。

　
翌
年
度
に
、
現
地
で
の
組

立
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で

あ
る
。

《
Ｑ
》　   

　
甲
斐
榮
治
議
員

　
光
の
森
駅
前
横
断
関
連

で
、１
億
５
，７
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
町
が
負

担
す
る
の
か
。

《
Ａ
》

　
橋
台
が
予
定
さ
れ
て
い
る

場
所
の
地
質
調
査
、
細
詳
設

計
等
で
、
費
用
が
算
出
さ
れ

て
か
ら
の
協
議
と
な
る
。

《
Ｑ
》　
　
　
渡
辺
裕
之
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
支
援
事
業
補
助

金 

７
，
０
０
０
万
円
の
事
業

内
容
は
。

《
Ａ
》

　
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
事

業
と
は
別
に
、
県
で
新
た
な

事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
対
象
者
に
対
す
る
支
援

と
な
っ
て
い
る
。

他６議案については、賛成多数で可決

■議員の賛否を公開します

◇議案第15号　　令和３年度菊陽町一般会計予算について

◇議案第18号　令和３年度菊陽町国民健康保険特別会計予算について
◇議案第19号　令和３年度菊陽町後期高齢者医療特別会計予算について
【議案第19号に対する反対討論】　小林久美子議員
●後期高齢者保険料の引き上げが行われているため。
●制度当初は軽減措置があったが、この数年で打ち切られているため。
●75歳以上の窓口負担を１割から２割負担にする計画が進んでいるため。

◇議案第20号　令和３年度菊陽町介護保険特別会計予算について
◇議案第24号　町道路線の認定について　
【議案第24号に対する反対討論】　北山正樹議員
●行き止まり道路の維持管理費用が発生するため。

小林久美子議員  阪本俊浩議員反　対 賛　成
・コロナ対策で、熊本市や山鹿市などでは、社会的検
査を積極的に実施されている。菊陽町では、検査等
の実施は予算化されていない。コロナ感染で生活が
困窮している人たちへの対応が必要ではないか。特
に、女性の非正規雇用の方へのしわ寄せが起きてい
る。

・同和団体助成金で、前年度は約半分しか使われてい
ないとの報告であった。任意運動団体への支出は問
題であり、削減を求めてきたが、前年と同額の予算
になっている。

・マイナンバーカード関連の予算で、委員長報告で
は、２月末に25.4％の取得となっているが、３月か
らマイナンバーカードを国民健康保険証として使え
るようになると言われている。一緒になると、個人
情報が一括管理されかねない危険性を感じる。

・総合体育館新築工事には国から助成される６億7,500
万円も含め13億5,000万円が工事費及び管理費として
計上され、着工に向け進んでいる。

・空港線延伸や新原水工業団地建設後の原水地区の将
来像を見据えて立案された原水駅周辺土地区画整理
事業にも約3,000万円が計上されている。
・社会福祉の充実、子育て支援にも手厚い支援がされ
ている。保育と教育の充実、及び環境整備関連予算
も計上されている。
・地方創生関連は、防災管理費・小中校のパソコン予算・
町内巡回バス・乗り合いタクシー関連・地域おこし協力
隊などの事業にも手厚く予算が計上されている。
・農政関係では、県事業である白水台地の送水管整備
事業に1,710万円を負担し、実施設計が予定されて
いる。新町井手・南方井手改修工事には今年分合わ
せて8,000万円が計上され、改修工事が行われる予
定となっている。

議案番号
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪
本
俊

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

布

　
田

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

議案第８号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

議案第15号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第18号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第19号 可決 15-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

議案第20号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第24号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　※報告は採決がないため削除しています。
　結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査

○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退
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西本 友春 議員

那須 眞理子 議員

非常食としての離乳食の確保を
災害時に提供できるよう、一定の離乳食備蓄は進めたい

Q

A

消防団員の出動手当は見直すべきではないか
菊池管内２市２町で、どのような内容にするか検討していく

Q

A

Q

A

Q

QQQ

QQ A

AAA

AA

　
　

熊
本
地
震
で
の
熊
日
の

記
事
で
は
、「
避
難
所
に
は

粉
ミ
ル
ク
か
大
人
用
の
食
料

は
あ
る
が
、
離
乳
食
が
な

い
」
と
困
惑
し
た
声
、
宇
城

市
の
避
難
所
で
は
「
ス
ト
ッ

ク
し
て
い
た
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド

が
な
く
な
り
、
避
難
所
に
も

離
乳
食
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た

い
」
と
の
声
で
し
た
。
近
年
、

添
加
物
不
使
用
の
お
米
と
野

菜
の
離
乳
食
。
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
で
安
心
な
離
乳
食
が
開

発
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
県
産

の
に
ん
じ
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

ほ
う
れ
ん
草
の
三
種
類
の
袋

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非

常
食
と
し
て
の
離
乳
食
の
確

保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
幼
児
向
け
の
備
蓄
と
し

て
は
、
現
在
、
液
体
ミ
ル
ク

は
用
意
し
て
い
る
が
、
離
乳

食
に
つ
い
て
は
備
蓄
は
行
っ

て
い
な
い
。
液
体
ミ
ル
ク
や

離
乳
食
の
賞
味
期
限
が
、
通

常
の
非
常
食
と
比
べ
短
い
こ

と
や
、
新
鮮
な
も
の
を
で
き

る
限
り
多
く
提
供
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
㈱
赤
ち
ゃ
ん

本
舗
と
「
災
害
時
物
資
供
給

協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
時

に
は
、
液
体
ミ
ル
ク
や
離
乳

食
等
の
供
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
災

害
時
に
も
即
時
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
一
定
の
離
乳
食
の

備
蓄
に
つ
い
て
は
、
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
４
年
前
の
一
般
質
問
の

検
証
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で

の
消
防
団
員
の
確
保
は
進
ん

で
い
る
か
。

　
　
４
年
前
と
同
じ
４
０
４

名
で
あ
る
が
、
令
和
２
年
度

は
23
名
の
新
入
団
員
が
あ
っ

た
。

　
　
条
例
定
数
は
４
６
０
名

で
あ
る
。
平
成
13
年
に
改
正

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
ど

う
か
。

　
　
改
正
は
考
え
て
い
な
い
。

必
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
今
後
も
確
保

に
努
め
、
地
域
の
防
災
力
を

守
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
今
や
防
災
や
減
災
に
は

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
は
絶
対
不

可
欠
で
あ
る
。
現
時
点
で
の

進
捗
は
ど
う
か
。

　
　
菊
池
広
域
連
合
消
防
本

部
で
２
基
導
入
し
て
い
る
。

　
　
防
火
水
槽
の
今
後
の
取

り
扱
い
と
、
規
約
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
消
火
栓
と
同
様
に
大
変

重
要
な
物
で
あ
る
た
め
、
適

切
に
設
置
し
て
い
く
。
ま
た
、

規
約
に
つ
い
て
も
、
取
り
決

め
を
し
て
い
な
い
も
の
も
あ

る
た
め
、
今
後
は
そ
れ
ら
に

関
し
て
も
対
応
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

接
種
後
の
身
体
の
異
常
に
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

　
　
ま
ず
は
接
種
を
受
け
た

医
療
機
関
や
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
、
そ
の
後
は
県
の

専
門
相
談
窓
口
に
連
絡
す
る
。

　
　
そ
の
時
の
費
用
は
ど
う

な
る
か
。

 

　
状
況
に
よ
る
が
、
保
険

診
療
と
し
て
本
人
負
担
。

・避難所開設マニュアル作成について
・新型コロナ対策（ワクチン接種）について
・おくやみコーナーの設置について

その他の質問

阪本 俊浩 議員

中岡 敏博 議員

町内産農産物を活用した地方創生の在り方は
農産物直売所で、ニンジンジュースの販売ができるよう進めていく

Q

A

保育所の安全対策をどのように講じているのか
保育所保育指針に基づき訓練や新たな事業を実施している

Q

A

Q

Q

A

A

Q

Q

Q A

A

A

菊陽ニンジン

消火訓練

地
産
地
消
か
ら
の
地
方
創
生

　
　
特
産
品
ニ
ン
ジ
ン
や
町

内
産
農
産
物
の
地
産
地
消
対

策
を
ど
う
考
え
て
行
く
の
か
。

ま
た
、
町
内
農
産
物
を
活
用

し
た
町
民
の
東
西
交
流
を
推

し
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
町
内
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
直
売
所
で
ニ
ン
ジ

ン
ジ
ュ
ー
ス
が
販
売
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。
２
月
に

は
小
中
学
生
な
ど
に
ニ
ン
ジ

ン
２
本
を
配
布
し
た
。
ふ
る

さ
と
寄
付
金
の
返
礼
品
と
す

る
計
画
も
あ
る
。
町
民
の
東

西
交
流
に
つ
い
て
は
「
さ
ん

ふ
れ
あ
」
を
都
市
部
と
農
村

部
の
交
流
拠
点
と
し
て
町
民

の
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
報
酬
増
の
提
案

　
　
現
在
、
菊
陽
町
で
は
、

団
員
一
人
当
た
り
の
報
酬
が

２
万
円
で
あ
る
。
菊
池
広
域

連
合
内
の
菊
池
市
、
合
志
市
、

大
津
町
も
同
額
の
２
万
で
、

申
し
合
わ
せ
が
あ
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
阿
蘇
や
球
磨

地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
で
３
万
円
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
全
国
平
均
は
、
３

万
９
２
５
円
で
報
酬
ア
ッ
プ

を
図
る
の
は
当
然
だ
と
思
う

が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
菊
池
広
域
連
合
を
形
成

す
る
２
市
２
町
の
首
長
の
会

合
の
中
で
、
消
防
団
員
の
報

酬
等
の
改
定
に
つ
い
て
提
案

し
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
園
内
へ
の
不
審
者
侵
入

時
対
応
訓
練
の
実
施
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
建
物
の
管

理
に
お
い
て
犯
罪
を
防
ぐ
た

め
の
取
り
組
み
や
対
策
は
。

　
　
２
か
月
に
１
回
、
年
に

６
回
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
た
訓
練
を
警
察
等
を
講

師
に
招
き
実
施
し
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
保
育
所
保
育

指
針
、
国
の
通
知
に
基
づ
き

作
成
し
て
い
る
。
建
物
管
理

上
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
で
の

来
園
者
の
確
認
や
門
の
施
錠

を
極
力
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　
来
園
者
の
受
付
や
動
線

を
決
め
る
、
無
断
立
入
禁
止

等
の
貼
り
紙
も
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
様
々
な
面
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
園
外
活
動
中
の
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

や
対
策
と
は
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー

ン
の
設
置
お
よ
び
キ
ッ
ズ

ガ
ー
ド
の
配
置
を
積
極
的
に

推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
交
通
安
全
訓
練
、
連
絡

体
制
の
充
実
、
保
育
所
等
の

園
外
活
動
で
利
用
す
る
道
路

の
緊
急
安
全
点
検
を
お
こ
な

い
、
危
険
箇
所
の
抽
出
お
よ

び
修
繕
等
の
対
策
を
実
施
。

　
交
通
事
故
防
止
、
安
全
確

保
の
た
め
見
守
り
活
動
を
お

こ
な
う
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
を
配

置
し
た
場
合
、
人
件
費
を
助

成
す
る
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
置

に
つ
い
て
警
察
と
具
体
的
な

協
議
は
し
て
い
な
い
。
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西本 友春 議員

那須 眞理子 議員

非常食としての離乳食の確保を
災害時に提供できるよう、一定の離乳食備蓄は進めたい

Q

A

消防団員の出動手当は見直すべきではないか
菊池管内２市２町で、どのような内容にするか検討していく

Q

A

Q

A

Q

QQQ

QQ A

AAA

AA

　
　

熊
本
地
震
で
の
熊
日
の

記
事
で
は
、「
避
難
所
に
は

粉
ミ
ル
ク
か
大
人
用
の
食
料

は
あ
る
が
、
離
乳
食
が
な

い
」
と
困
惑
し
た
声
、
宇
城

市
の
避
難
所
で
は
「
ス
ト
ッ

ク
し
て
い
た
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド

が
な
く
な
り
、
避
難
所
に
も

離
乳
食
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た

い
」
と
の
声
で
し
た
。
近
年
、

添
加
物
不
使
用
の
お
米
と
野

菜
の
離
乳
食
。
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
で
安
心
な
離
乳
食
が
開

発
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
県
産

の
に
ん
じ
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

ほ
う
れ
ん
草
の
三
種
類
の
袋

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非

常
食
と
し
て
の
離
乳
食
の
確

保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
幼
児
向
け
の
備
蓄
と
し

て
は
、
現
在
、
液
体
ミ
ル
ク

は
用
意
し
て
い
る
が
、
離
乳

食
に
つ
い
て
は
備
蓄
は
行
っ

て
い
な
い
。
液
体
ミ
ル
ク
や

離
乳
食
の
賞
味
期
限
が
、
通

常
の
非
常
食
と
比
べ
短
い
こ

と
や
、
新
鮮
な
も
の
を
で
き

る
限
り
多
く
提
供
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
㈱
赤
ち
ゃ
ん

本
舗
と
「
災
害
時
物
資
供
給

協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
時

に
は
、
液
体
ミ
ル
ク
や
離
乳

食
等
の
供
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
災

害
時
に
も
即
時
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
一
定
の
離
乳
食
の

備
蓄
に
つ
い
て
は
、
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
４
年
前
の
一
般
質
問
の

検
証
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で

の
消
防
団
員
の
確
保
は
進
ん

で
い
る
か
。

　
　
４
年
前
と
同
じ
４
０
４

名
で
あ
る
が
、
令
和
２
年
度

は
23
名
の
新
入
団
員
が
あ
っ

た
。

　
　
条
例
定
数
は
４
６
０
名

で
あ
る
。
平
成
13
年
に
改
正

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
ど

う
か
。

　
　
改
正
は
考
え
て
い
な
い
。

必
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
今
後
も
確
保

に
努
め
、
地
域
の
防
災
力
を

守
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
今
や
防
災
や
減
災
に
は

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
は
絶
対
不

可
欠
で
あ
る
。
現
時
点
で
の

進
捗
は
ど
う
か
。

　
　
菊
池
広
域
連
合
消
防
本

部
で
２
基
導
入
し
て
い
る
。

　
　
防
火
水
槽
の
今
後
の
取

り
扱
い
と
、
規
約
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
消
火
栓
と
同
様
に
大
変

重
要
な
物
で
あ
る
た
め
、
適

切
に
設
置
し
て
い
く
。
ま
た
、

規
約
に
つ
い
て
も
、
取
り
決

め
を
し
て
い
な
い
も
の
も
あ

る
た
め
、
今
後
は
そ
れ
ら
に

関
し
て
も
対
応
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

接
種
後
の
身
体
の
異
常
に
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

　
　
ま
ず
は
接
種
を
受
け
た

医
療
機
関
や
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
、
そ
の
後
は
県
の

専
門
相
談
窓
口
に
連
絡
す
る
。

　
　
そ
の
時
の
費
用
は
ど
う

な
る
か
。

 

　
状
況
に
よ
る
が
、
保
険

診
療
と
し
て
本
人
負
担
。

・避難所開設マニュアル作成について
・新型コロナ対策（ワクチン接種）について
・おくやみコーナーの設置について

その他の質問

阪本 俊浩 議員

中岡 敏博 議員

町内産農産物を活用した地方創生の在り方は
農産物直売所で、ニンジンジュースの販売ができるよう進めていく

Q

A

保育所の安全対策をどのように講じているのか
保育所保育指針に基づき訓練や新たな事業を実施している

Q

A

Q

Q

A

A

Q

Q

Q A

A

A

菊陽ニンジン

消火訓練

地
産
地
消
か
ら
の
地
方
創
生

　
　
特
産
品
ニ
ン
ジ
ン
や
町

内
産
農
産
物
の
地
産
地
消
対

策
を
ど
う
考
え
て
行
く
の
か
。

ま
た
、
町
内
農
産
物
を
活
用

し
た
町
民
の
東
西
交
流
を
推

し
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
町
内
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
直
売
所
で
ニ
ン
ジ

ン
ジ
ュ
ー
ス
が
販
売
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。
２
月
に

は
小
中
学
生
な
ど
に
ニ
ン
ジ

ン
２
本
を
配
布
し
た
。
ふ
る

さ
と
寄
付
金
の
返
礼
品
と
す

る
計
画
も
あ
る
。
町
民
の
東

西
交
流
に
つ
い
て
は
「
さ
ん

ふ
れ
あ
」
を
都
市
部
と
農
村

部
の
交
流
拠
点
と
し
て
町
民

の
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
報
酬
増
の
提
案

　
　
現
在
、
菊
陽
町
で
は
、

団
員
一
人
当
た
り
の
報
酬
が

２
万
円
で
あ
る
。
菊
池
広
域

連
合
内
の
菊
池
市
、
合
志
市
、

大
津
町
も
同
額
の
２
万
で
、

申
し
合
わ
せ
が
あ
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
阿
蘇
や
球
磨

地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
で
３
万
円
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
全
国
平
均
は
、
３

万
９
２
５
円
で
報
酬
ア
ッ
プ

を
図
る
の
は
当
然
だ
と
思
う

が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
菊
池
広
域
連
合
を
形
成

す
る
２
市
２
町
の
首
長
の
会

合
の
中
で
、
消
防
団
員
の
報

酬
等
の
改
定
に
つ
い
て
提
案

し
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
園
内
へ
の
不
審
者
侵
入

時
対
応
訓
練
の
実
施
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
建
物
の
管

理
に
お
い
て
犯
罪
を
防
ぐ
た

め
の
取
り
組
み
や
対
策
は
。

　
　
２
か
月
に
１
回
、
年
に

６
回
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
た
訓
練
を
警
察
等
を
講

師
に
招
き
実
施
し
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
保
育
所
保
育

指
針
、
国
の
通
知
に
基
づ
き

作
成
し
て
い
る
。
建
物
管
理

上
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
で
の

来
園
者
の
確
認
や
門
の
施
錠

を
極
力
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　
来
園
者
の
受
付
や
動
線

を
決
め
る
、
無
断
立
入
禁
止

等
の
貼
り
紙
も
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
様
々
な
面
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
園
外
活
動
中
の
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

や
対
策
と
は
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー

ン
の
設
置
お
よ
び
キ
ッ
ズ

ガ
ー
ド
の
配
置
を
積
極
的
に

推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
交
通
安
全
訓
練
、
連
絡

体
制
の
充
実
、
保
育
所
等
の

園
外
活
動
で
利
用
す
る
道
路

の
緊
急
安
全
点
検
を
お
こ
な

い
、
危
険
箇
所
の
抽
出
お
よ

び
修
繕
等
の
対
策
を
実
施
。

　
交
通
事
故
防
止
、
安
全
確

保
の
た
め
見
守
り
活
動
を
お

こ
な
う
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
を
配

置
し
た
場
合
、
人
件
費
を
助

成
す
る
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
置

に
つ
い
て
警
察
と
具
体
的
な

協
議
は
し
て
い
な
い
。
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渡辺 裕之 議員

矢野 厚子 議員

これまでの基本構想・総合計画の検証方法は十分だったと考えるか
外部の評価もしっかりやっていきたい。方針的にはそういう考えで取り組んでいる

Q

A

消防団協力事業所表示制度の導入を提案
消防団員の確保につながるメリットのある制度として導入を検討

Q

A

Q

QA

A

QQ A

A

毎年進捗状況や課題を検証している自治体の評価表

　
　
「
推
進
体
制
の
強
化
」に

何
度
も
町
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企

業
が
出
て
く
る
。
行
政
だ
け

で
考
え
て
、
検
証
し
て
実
行

す
る
と
い
う
の
は
何
十
年
も

前
に
終
わ
っ
て
、
今
は
住
民

の
多
様
化
し
た
問
題
に
行
政

セ
ク
ト
だ
け
で
解
決
す
る
と

い
う
の
は
不
可
能
。
だ
か
ら
、

大
い
に
住
民
や
議
会
も
巻
き

込
ん
で
、
任
せ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
も
大
事
で
は
な
い

か
。

　
　
行
政
だ
け
で
計
画
を
進

め
る
の
は
難
し
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
、
町
民
の

参
画
、
協
働
が
求
め
ら
れ
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
町
民
、

い
ろ
ん
な
団
体
の
方
々
に
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
状

分
析
を
や
り
な
が
ら
、
外
部

か
ら
の
評
価
も
受
け
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
総
合
計
画
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
財
政
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
度
の
歳
入
、
個
人
住
民
税
、

法
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税

及
び
保
険
税
な
ど
、
現
時
点

で
例
年
に
比
べ
て
少
な
い
な

ど
の
影
響
は
な
い
か
。

　
　
地
方
税
に
つ
い
て
は
、

一
定
期
間
に
お
い
て
無
担
保

か
つ
延
滞
金
な
し
で
１
年
間

の
徴
収
猶
予
を
適
用
で
き
る
。

　
現
在
、
50
件
の
申
請
、
約

８
，
４
０
０
万
円
の
減
収
の

見
込
み
。
国
民
健
康
保
険
税

は
、
29
件
の
申
請
、
約
６
０

０
万
円
の
減
免
だ
が
、
減
免

分
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
の

交
付
金
で
全
額
交
付
さ
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
約
１
億
円
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、
減

収
分
に
つ
い
て
は
減
収
補
填

債
を
借
入
れ
る
。
そ
の
元
利

償
還
金
は
、
後
年
度
の
普
通

交
付
税
、
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
る
。
令
和
２
年

度
の
地
方
税
等
収
入
が
大
き

く
減
少
の
見
込
み
、
地
方
消

費
税
交
付
金
な
ど
一
部
の
減

収
分
は
、
地
方
債
な
ど
で
補

填
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
県
内
で
は
33
の
市
町
村

が
消
防
団
協
力
事
業
所
の
表

示
制
度
を
導
入
し
、
地
域
防

災
体
制
の
充
実
強
化
に
協
力

を
し
て
い
る
事
業
所
に
ス

テ
ッ
カ
ー
の
表
示
や
、
入
札

時
の
ラ
ン
ク
決
定
時
の
ポ
イ

ン
ト
付
与
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
る
。
町
で
も
多
く
の
事

業
所
が
災
害
時
に
人
や
機
材

を
出
し
て
協
力
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
中
に
は
全
員

が
消
防
団
員
と
い
う
事
業
所

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
町

も
そ
の
よ
う
な
企
業
に
対
し

て
感
謝
し
、
そ
の
貢
献
を
評

価
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
の
表
示
証
は
社
会
貢

献
活
動
の
証
明
書
類
と
な
り

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
な
が

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
学
生
消
防
団
活
動
認
証

制
度
と
い
う
の
が
あ
り
、
就

職
活
動
の
時
に
、
消
防
団
の

活
動
を
通
し
て
地
域
社
会
に

貢
献
し
た
か
ど
う
か
の
審
査

を
経
て
、
認
証
状
と
認
証
証

明
書
を
発
行
し
、
就
職
活
動

の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
内
の
大
学
生
を
消
防
団

員
と
し
て
勧
誘
す
る
の
に
役

立
つ
の
で
は
な
い
か
。
　
　

　
　
現
在
、
団
員
数
確
保
の

た
め
要
件
を
緩
和
し
、
学
生

の
入
団
を
認
め
て
い
る
。
消

防
団
活
動
認
証
制
度
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

＊
防
災
士
の
活
動
の
現
状
と

課
題
と
育
成
目
標

＊
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状

況
に
つ
い
て

＊
光
の
森
防
災
広
場
の
現
在

の
活
用
状
況
と
今
後
の
活
用

甲斐 榮治 議員

小林 久美子 議員

白川治水どうする。空港鉄道計画待つだけか
今年度測量開始　県と情報共有しつつ施策考える

Q

A

子どもの貧困や虐待への対策の状況はどうか
福祉課・社協・生活サポートセンターと連携し相談体制を作っている

Q

A

Q

QA

A

Q

Q

A

A

　
　

白
川
の
治
水
に
つ
い
て
、

町
に
基
本
的
考
え
は
あ
る
か
。

中
流
域
の
工
事
の
状
況
や
住

民
の
要
望
を
把
握
し
て
い
る

か
。
国
や
県
と
の
連
携
は
で

き
て
い
る
か
。

　
　
小
磧
橋
下
流
は
国
土
交

通
省
、
そ
の
上
流
は
県
の
管

轄
な
の
で
、
そ
の
両
者
と
連

携
し
な
が
ら
治
水
を
考
え
て

い
る
。
流
域
の
区
長
等
を
通

じ
て
地
域
の
意
見
は
把
握
し

て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
な

が
ら
毎
年
８
月
に
は
県
に
意

見
を
述
べ
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
計
画
が
変
わ
っ
て
、
中

流
域
の
測
量
が
始
ま
る
。
堤

防
や
堰
や
川
底
の
改
善
が
計

画
さ
れ
る
と
の
情
報
を
得
て

い
る
。

　
　

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計

画
と
菊
陽
空
港
線
延
伸
事
業

は
わ
が
町
の
み
な
ら
ず
、
空

港
周
辺
市
町
村
や
県
全
体
の

浮
揚
に
も
大
き
く
か
か
わ
る

問
題
で
あ
る
。
そ
の
進
み
具

合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
は
県
の
動
き
を
た
だ
待
っ

て
い
る
だ
け
で
よ
い
か
。

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
の
空
港

ア
ク
セ
ス
検
討
委
員
会
で
、

さ
ら
に
詳
し
く
か
つ
多
角
的

に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
町
は
県
と
の
情
報
共
有

を
は
か
り
な
が
ら
、
事
業
化

の
判
断
が
な
さ
れ
た
ら
、
必

要
な
施
策
に
取
り
組
む
。
菊

陽
空
港
線
延
伸
は
、
県
と
町

の
事
業
区
間
で
と
も
に
予
備

設
計
業
務
に
入
っ
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
自

殺
者
も
増
え
、
男
性
よ
り
女

性
の
方
が
多
い
。
非
正
規
労

働
者
の
失
業
も
女
性
の
方
が

深
刻
で
あ
る
。
ひ
と
り
親
家

庭
の
貧
困
や
女
性
へ
の
虐
待

な
ど
も
増
加
し
て
い
る
。
経

済
的
、
精
神
的
に
も
困
っ
た

人
た
ち
に
対
応
す
る
町
の
相

談
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
福
祉
課
・
社
会
福
祉
協

議
会
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
て
連
携
し
た

相
談
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
95
件
、
令
和
２
年

２
３
０
件
の
相
談
が
あ
り
、

令
和
２
年
１
月
か
ら
こ
こ
ろ

の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
令

和
３
年
ま
で
の
べ
２
５
４
件

（
１
月
平
均
20
件
）
の
相
談

が
あ
っ
た
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、

就
学
援
助
の
相
談
や
申
請
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
年
度
途
中
で
家
計
が
困

窮
し
た
場
合
に
、
迅
速
に
対

応
で
き
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
や
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
通
信
費
等
を
就
学

援
助
の
対
象
と
し
て
検
討
し

て
ほ
し
い
。

　
　
就
学
援
助
は
、
通
常
４

月
申
請
だ
が
、
随
時
受
け
付

け
て
い
る
。
申
請
方
法
は
、

各
学
校
に
申
請
し
、
教
育
委

員
会
で
世
帯
全
体
の
所
得
を

見
て
判
断
し
、
認
定
す
る
。

令
和
２
年
度
６
月
か
ら
令
和

３
年
２
月
ま
で
に
30
名
近
く

の
追
加
認
定
が
さ
れ
て
い

る
。

白川護岸工事の光景

三里木駅界隈
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渡辺 裕之 議員

矢野 厚子 議員

これまでの基本構想・総合計画の検証方法は十分だったと考えるか
外部の評価もしっかりやっていきたい。方針的にはそういう考えで取り組んでいる

Q

A

消防団協力事業所表示制度の導入を提案
消防団員の確保につながるメリットのある制度として導入を検討

Q

A

Q

QA

A

QQ A

A

毎年進捗状況や課題を検証している自治体の評価表

　
　
「
推
進
体
制
の
強
化
」に

何
度
も
町
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企

業
が
出
て
く
る
。
行
政
だ
け

で
考
え
て
、
検
証
し
て
実
行

す
る
と
い
う
の
は
何
十
年
も

前
に
終
わ
っ
て
、
今
は
住
民

の
多
様
化
し
た
問
題
に
行
政

セ
ク
ト
だ
け
で
解
決
す
る
と

い
う
の
は
不
可
能
。
だ
か
ら
、

大
い
に
住
民
や
議
会
も
巻
き

込
ん
で
、
任
せ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
も
大
事
で
は
な
い

か
。

　
　
行
政
だ
け
で
計
画
を
進

め
る
の
は
難
し
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
、
町
民
の

参
画
、
協
働
が
求
め
ら
れ
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
町
民
、

い
ろ
ん
な
団
体
の
方
々
に
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
状

分
析
を
や
り
な
が
ら
、
外
部

か
ら
の
評
価
も
受
け
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
総
合
計
画
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
財
政
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
度
の
歳
入
、
個
人
住
民
税
、

法
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税

及
び
保
険
税
な
ど
、
現
時
点

で
例
年
に
比
べ
て
少
な
い
な

ど
の
影
響
は
な
い
か
。

　
　
地
方
税
に
つ
い
て
は
、

一
定
期
間
に
お
い
て
無
担
保

か
つ
延
滞
金
な
し
で
１
年
間

の
徴
収
猶
予
を
適
用
で
き
る
。

　
現
在
、
50
件
の
申
請
、
約

８
，
４
０
０
万
円
の
減
収
の

見
込
み
。
国
民
健
康
保
険
税

は
、
29
件
の
申
請
、
約
６
０

０
万
円
の
減
免
だ
が
、
減
免

分
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
の

交
付
金
で
全
額
交
付
さ
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
約
１
億
円
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、
減

収
分
に
つ
い
て
は
減
収
補
填

債
を
借
入
れ
る
。
そ
の
元
利

償
還
金
は
、
後
年
度
の
普
通

交
付
税
、
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
る
。
令
和
２
年

度
の
地
方
税
等
収
入
が
大
き

く
減
少
の
見
込
み
、
地
方
消

費
税
交
付
金
な
ど
一
部
の
減

収
分
は
、
地
方
債
な
ど
で
補

填
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
県
内
で
は
33
の
市
町
村

が
消
防
団
協
力
事
業
所
の
表

示
制
度
を
導
入
し
、
地
域
防

災
体
制
の
充
実
強
化
に
協
力

を
し
て
い
る
事
業
所
に
ス

テ
ッ
カ
ー
の
表
示
や
、
入
札

時
の
ラ
ン
ク
決
定
時
の
ポ
イ

ン
ト
付
与
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
る
。
町
で
も
多
く
の
事

業
所
が
災
害
時
に
人
や
機
材

を
出
し
て
協
力
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
中
に
は
全
員

が
消
防
団
員
と
い
う
事
業
所

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
町

も
そ
の
よ
う
な
企
業
に
対
し

て
感
謝
し
、
そ
の
貢
献
を
評

価
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
の
表
示
証
は
社
会
貢

献
活
動
の
証
明
書
類
と
な
り

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
な
が

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
学
生
消
防
団
活
動
認
証

制
度
と
い
う
の
が
あ
り
、
就

職
活
動
の
時
に
、
消
防
団
の

活
動
を
通
し
て
地
域
社
会
に

貢
献
し
た
か
ど
う
か
の
審
査

を
経
て
、
認
証
状
と
認
証
証

明
書
を
発
行
し
、
就
職
活
動

の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
内
の
大
学
生
を
消
防
団

員
と
し
て
勧
誘
す
る
の
に
役

立
つ
の
で
は
な
い
か
。
　
　

　
　
現
在
、
団
員
数
確
保
の

た
め
要
件
を
緩
和
し
、
学
生

の
入
団
を
認
め
て
い
る
。
消

防
団
活
動
認
証
制
度
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

＊
防
災
士
の
活
動
の
現
状
と

課
題
と
育
成
目
標

＊
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状

況
に
つ
い
て

＊
光
の
森
防
災
広
場
の
現
在

の
活
用
状
況
と
今
後
の
活
用

甲斐 榮治 議員

小林 久美子 議員

白川治水どうする。空港鉄道計画待つだけか
今年度測量開始　県と情報共有しつつ施策考える

Q

A

子どもの貧困や虐待への対策の状況はどうか
福祉課・社協・生活サポートセンターと連携し相談体制を作っている

Q

A

Q

QA

A

Q

Q

A

A

　
　

白
川
の
治
水
に
つ
い
て
、

町
に
基
本
的
考
え
は
あ
る
か
。

中
流
域
の
工
事
の
状
況
や
住

民
の
要
望
を
把
握
し
て
い
る

か
。
国
や
県
と
の
連
携
は
で

き
て
い
る
か
。

　
　
小
磧
橋
下
流
は
国
土
交

通
省
、
そ
の
上
流
は
県
の
管

轄
な
の
で
、
そ
の
両
者
と
連

携
し
な
が
ら
治
水
を
考
え
て

い
る
。
流
域
の
区
長
等
を
通

じ
て
地
域
の
意
見
は
把
握
し

て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
な

が
ら
毎
年
８
月
に
は
県
に
意

見
を
述
べ
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
計
画
が
変
わ
っ
て
、
中

流
域
の
測
量
が
始
ま
る
。
堤

防
や
堰
や
川
底
の
改
善
が
計

画
さ
れ
る
と
の
情
報
を
得
て

い
る
。

　
　

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計

画
と
菊
陽
空
港
線
延
伸
事
業

は
わ
が
町
の
み
な
ら
ず
、
空

港
周
辺
市
町
村
や
県
全
体
の

浮
揚
に
も
大
き
く
か
か
わ
る

問
題
で
あ
る
。
そ
の
進
み
具

合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
は
県
の
動
き
を
た
だ
待
っ

て
い
る
だ
け
で
よ
い
か
。

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
の
空
港

ア
ク
セ
ス
検
討
委
員
会
で
、

さ
ら
に
詳
し
く
か
つ
多
角
的

に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
町
は
県
と
の
情
報
共
有

を
は
か
り
な
が
ら
、
事
業
化

の
判
断
が
な
さ
れ
た
ら
、
必

要
な
施
策
に
取
り
組
む
。
菊

陽
空
港
線
延
伸
は
、
県
と
町

の
事
業
区
間
で
と
も
に
予
備

設
計
業
務
に
入
っ
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
自

殺
者
も
増
え
、
男
性
よ
り
女

性
の
方
が
多
い
。
非
正
規
労

働
者
の
失
業
も
女
性
の
方
が

深
刻
で
あ
る
。
ひ
と
り
親
家

庭
の
貧
困
や
女
性
へ
の
虐
待

な
ど
も
増
加
し
て
い
る
。
経

済
的
、
精
神
的
に
も
困
っ
た

人
た
ち
に
対
応
す
る
町
の
相

談
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
福
祉
課
・
社
会
福
祉
協

議
会
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
て
連
携
し
た

相
談
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
95
件
、
令
和
２
年

２
３
０
件
の
相
談
が
あ
り
、

令
和
２
年
１
月
か
ら
こ
こ
ろ

の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
令

和
３
年
ま
で
の
べ
２
５
４
件

（
１
月
平
均
20
件
）
の
相
談

が
あ
っ
た
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、

就
学
援
助
の
相
談
や
申
請
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
年
度
途
中
で
家
計
が
困

窮
し
た
場
合
に
、
迅
速
に
対

応
で
き
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
や
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
通
信
費
等
を
就
学

援
助
の
対
象
と
し
て
検
討
し

て
ほ
し
い
。

　
　
就
学
援
助
は
、
通
常
４

月
申
請
だ
が
、
随
時
受
け
付

け
て
い
る
。
申
請
方
法
は
、

各
学
校
に
申
請
し
、
教
育
委

員
会
で
世
帯
全
体
の
所
得
を

見
て
判
断
し
、
認
定
す
る
。

令
和
２
年
度
６
月
か
ら
令
和

３
年
２
月
ま
で
に
30
名
近
く

の
追
加
認
定
が
さ
れ
て
い

る
。

白川護岸工事の光景

三里木駅界隈
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北山 正樹 議員

岩下 和高 議員

新型コロナ対策のワクチン接種事業を問う
全庁を挙げて取り組む

Q

A

住居表示の整備を
住民に趣旨の周知を図り、理解と協力を得て行う

Q

A

QQQ

QQ A

AA

AA

Q

A

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
つ
い
て

　
　
１
０
０
年
前
の
ス
ペ
イ

ン
風
邪
が
、
収
束
ま
で
３
年

を
要
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

打
ち
勝
つ
に
は
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
で
、
国
民
が
集
団
免
疫

を
得
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　対
策
室
を
中
心
に
全
庁

を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

　
　
集
団
免
疫
獲
得
の
た
め

に
、
買
い
物
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
摂
取

率
を
上
げ
る
方
策
は
。

　
　集
団
接
種
の
場
合
、
商

業
施
設
等
も
必
要
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
。

　
　
予
約
日
を
忘
れ
た
と
か
、

副
反
応
の
報
道
と
か
で
ワ
ク

チ
ン
が
余
る
場
合
が
出
て
く

る
。
そ
の
際
、
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
人
に
接
種
を
す
る
と

か
。
貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
を
無

駄
に
し
な
い
方
策
は
。

　
　医
師
会
と
協
議
し
て
対

応
し
て
い
く
。

　
　
適
時
情
報
の
発
信
が
大

切
で
あ
る
。
町
民
の
相
談
や

町
の
方
針
に
つ
い
て
、
情
報

発
信
の
方
策
は
。

　
　係
員
や
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
員
の
増
員
を
図
り
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
を
し

て
い
く
。

子
育
て
方
針
を
問
う

　
　
町
立
保
育
園
の
民
営
化

で
得
た
財
源
の
使
い
道
は
。

　
　施
設
整
備
の
た
め
に
基

金
を
積
み
上
げ
な
が
ら
、
個

別
の
テ
ー
マ
に
対
応
を
し
て

い
く
。

　
　
現
在
、
住
居
表
示
の
整

備
は
西
部
の
ほ
う
か
ら
西
小

校
区
の
一
部
ま
で
整
備
し
て

あ
る
が
、
三
里
木
北
区
・
新

成
区
・
境
の
松
区
は
平
成
25

年
以
降
も
開
発
が
進
み
世
帯

数
が
今
も
な
お
増
え
て
お
り
、

自
治
会
活
動
を
す
る
中
で
昨

今
、
防
犯
上
表
札
が
な
い
世

帯
も
多
く
地
番
で
は
世
帯
の

特
定
を
す
る
の
が
、
難
し
く

な
っ
て
き
た
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。
ま
た
地
番
は
桁
数

も
多
く
、
命
に
関
わ
る
緊
急

車
両
の
到
着
の
遅
れ
な
ど
の

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
ま
ち
の
人
口

は
４
万
８
，
０
０
０
人
と
増

加
予
想
さ
れ
て
お
り
、
住
居

表
示
の
整
備
は
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　住
居
表
示
の
推
進
は
、

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
住
民
に
、
趣
旨
の
周
知

徹
底
を
図
り
、
理
解
と
協
力

を
得
て
行
う
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
、

住
居
表
示
を
行
う
に
は
、
地

域
住
民
の
総
意
が
得
ら
れ
町

民
の
利
便
性
、
暮
ら
し
向
上

に
つ
な
が
る
場
合
に
検
討
を

進
め
て
い
く
、
住
居
表
示
の

実
施
意
向
調
査
を
実
施
す
る

に
は
、
平
成
25
年
当
時
の
一

つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
い
た
三

里
木
北
区
・
新
成
区
・
境
の

松
区
の
一
部
を
含
め
た
意
向

調
査
を
実
施
し
た
上
で
エ
リ

ア
の
再
検
討
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

・防犯カメラの設置について
・新型コロナワクチン接種について

その他の質問

議員氏名 交付額 実績 返還額

廣瀨　英二 申請無し ー ー

矢野　厚子 240,000 94,171 145,829

大久保　輝 240,000 0 240,000

阪本　俊浩 申請無し ー ー

西本　友春 240,000 0 240,000

那須眞理子 240,000 42,972 197,028

佐々木理美子 240,000 0 240,000

中岡　敏博 240,000 0 240,000

北山　正樹 240,000 68,877 171,123

議員氏名 交付額 実績 返還額

布田　　悟 240,000 117,605 122,395

坂本　秀則 240,000 0 240,000

渡辺　裕之 240,000 115,010 124,990

佐藤　竜巳 240,000 0 240,000

甲斐　榮治 240,000 37,116 202,884

岩下　和高 申請無し ー ー

小林久美子 240,000 55,492 184,508

福島　知雄 申請無し ー ー

上田　茂政 申請無し ー ー

政務活動費の収支報告書等を公開します

令和 2年度菊陽町議員政務活動費実績表

　令和２年度分の議員から提出された政務活動費収支の収支報告を公開します。
　なお、政務活動費の収支報告書及び証拠書類の写しは、菊陽にお住まいの方は事前の申し出により菊陽
町議会事務局にて閲覧することができます。

　・閲覧場所　議会事務局（菊陽町役場 3階）
　・閲覧時間　午前９時～午後 5時（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）

※令和 2年度は新型コロナ感染症の影響で、調査研究その他の議員活動が制限された結果、表 -１のような
　状況になりました。
　交付申請無しの議員、申請しても使用してない議員がみられますが、該当する議員は活動についての経
　費は自己負担で行っています。

【注釈】
　政務活動費とは、地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として
交付されるもので、菊陽町では議員一人当たり月額 20,000 円を交付しています。
　菊陽町議会では、「菊陽町議会基本条例」等を定め、議会が担うべき役割を果たすことができる議会機能
の強化を目指し、政務活動費を有効に活用するとともに、その使途の透明性を図るため、収支報告書と領
収書の添付を義務付け残額については町に返還することになっています。

表 -１ 単位：円 単位：円

【使用率：17.02％】

　
令
和
元
年
12
月
12
日
に

「
開
か
れ
た
議
会
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
の
設
置

が
議
決
さ
れ
た
。
合
計
８
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、
調
査

し
決
定
し
た
。

【
調
査
結
果
報
告
】

（
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
）

　
募
集
の
方
法
・
議
会
へ
の

関
わ
り
方
・
年
間
計
画
・
運

営
な
ど
に
つ
い
て
調
査
検
討

し
、
協
議
の
結
果
凍
結
と
い

う
結
論
に
達
し
た
。

【
町
民
と
議
会
の
語
る
会
】

　
開
催
回
数
・
町
政
と
の
関

わ
り
方
・
語
る
会
後
の
意
見

の
集
約
・
議
員
の
役
割
分

担
・
議
員
間
の
共
通
意
識
な

ど
を
調
査
検
討
し
、
協
議
の

結
果
回
数
を
定
め
ず
必
要
に

応
じ
て
開
催
す
る
方
向
で
条

例
の
改
正
を
す
る
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。

開かれた議会に関する調査特別委員会における調査結果について
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北山 正樹 議員

岩下 和高 議員

新型コロナ対策のワクチン接種事業を問う
全庁を挙げて取り組む

Q

A

住居表示の整備を
住民に趣旨の周知を図り、理解と協力を得て行う

Q

A

QQQ

QQ A

AA

AA

Q

A

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
つ
い
て

　
　
１
０
０
年
前
の
ス
ペ
イ

ン
風
邪
が
、
収
束
ま
で
３
年

を
要
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

打
ち
勝
つ
に
は
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
で
、
国
民
が
集
団
免
疫

を
得
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　対
策
室
を
中
心
に
全
庁

を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

　
　
集
団
免
疫
獲
得
の
た
め

に
、
買
い
物
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
摂
取

率
を
上
げ
る
方
策
は
。

　
　集
団
接
種
の
場
合
、
商

業
施
設
等
も
必
要
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
。

　
　
予
約
日
を
忘
れ
た
と
か
、

副
反
応
の
報
道
と
か
で
ワ
ク

チ
ン
が
余
る
場
合
が
出
て
く

る
。
そ
の
際
、
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
人
に
接
種
を
す
る
と

か
。
貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
を
無

駄
に
し
な
い
方
策
は
。

　
　医
師
会
と
協
議
し
て
対

応
し
て
い
く
。

　
　
適
時
情
報
の
発
信
が
大

切
で
あ
る
。
町
民
の
相
談
や

町
の
方
針
に
つ
い
て
、
情
報

発
信
の
方
策
は
。

　
　係
員
や
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
員
の
増
員
を
図
り
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
を
し

て
い
く
。

子
育
て
方
針
を
問
う

　
　
町
立
保
育
園
の
民
営
化

で
得
た
財
源
の
使
い
道
は
。

　
　施
設
整
備
の
た
め
に
基

金
を
積
み
上
げ
な
が
ら
、
個

別
の
テ
ー
マ
に
対
応
を
し
て

い
く
。

　
　
現
在
、
住
居
表
示
の
整

備
は
西
部
の
ほ
う
か
ら
西
小

校
区
の
一
部
ま
で
整
備
し
て

あ
る
が
、
三
里
木
北
区
・
新

成
区
・
境
の
松
区
は
平
成
25

年
以
降
も
開
発
が
進
み
世
帯

数
が
今
も
な
お
増
え
て
お
り
、

自
治
会
活
動
を
す
る
中
で
昨

今
、
防
犯
上
表
札
が
な
い
世

帯
も
多
く
地
番
で
は
世
帯
の

特
定
を
す
る
の
が
、
難
し
く

な
っ
て
き
た
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。
ま
た
地
番
は
桁
数

も
多
く
、
命
に
関
わ
る
緊
急

車
両
の
到
着
の
遅
れ
な
ど
の

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
ま
ち
の
人
口

は
４
万
８
，
０
０
０
人
と
増

加
予
想
さ
れ
て
お
り
、
住
居

表
示
の
整
備
は
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　住
居
表
示
の
推
進
は
、

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
住
民
に
、
趣
旨
の
周
知

徹
底
を
図
り
、
理
解
と
協
力

を
得
て
行
う
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
、

住
居
表
示
を
行
う
に
は
、
地

域
住
民
の
総
意
が
得
ら
れ
町

民
の
利
便
性
、
暮
ら
し
向
上

に
つ
な
が
る
場
合
に
検
討
を

進
め
て
い
く
、
住
居
表
示
の

実
施
意
向
調
査
を
実
施
す
る

に
は
、
平
成
25
年
当
時
の
一

つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
い
た
三

里
木
北
区
・
新
成
区
・
境
の

松
区
の
一
部
を
含
め
た
意
向

調
査
を
実
施
し
た
上
で
エ
リ

ア
の
再
検
討
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

・防犯カメラの設置について
・新型コロナワクチン接種について

その他の質問

議員氏名 交付額 実績 返還額

廣瀨　英二 申請無し ー ー

矢野　厚子 240,000 94,171 145,829

大久保　輝 240,000 0 240,000

阪本　俊浩 申請無し ー ー

西本　友春 240,000 0 240,000

那須眞理子 240,000 42,972 197,028

佐々木理美子 240,000 0 240,000

中岡　敏博 240,000 0 240,000

北山　正樹 240,000 68,877 171,123

議員氏名 交付額 実績 返還額

布田　　悟 240,000 117,605 122,395

坂本　秀則 240,000 0 240,000

渡辺　裕之 240,000 115,010 124,990

佐藤　竜巳 240,000 0 240,000

甲斐　榮治 240,000 37,116 202,884

岩下　和高 申請無し ー ー

小林久美子 240,000 55,492 184,508

福島　知雄 申請無し ー ー

上田　茂政 申請無し ー ー

政務活動費の収支報告書等を公開します

令和 2年度菊陽町議員政務活動費実績表

　令和２年度分の議員から提出された政務活動費収支の収支報告を公開します。
　なお、政務活動費の収支報告書及び証拠書類の写しは、菊陽にお住まいの方は事前の申し出により菊陽
町議会事務局にて閲覧することができます。

　・閲覧場所　議会事務局（菊陽町役場 3階）
　・閲覧時間　午前９時～午後 5時（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）

※令和 2年度は新型コロナ感染症の影響で、調査研究その他の議員活動が制限された結果、表 -１のような
　状況になりました。
　交付申請無しの議員、申請しても使用してない議員がみられますが、該当する議員は活動についての経
　費は自己負担で行っています。

【注釈】
　政務活動費とは、地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として
交付されるもので、菊陽町では議員一人当たり月額 20,000 円を交付しています。
　菊陽町議会では、「菊陽町議会基本条例」等を定め、議会が担うべき役割を果たすことができる議会機能
の強化を目指し、政務活動費を有効に活用するとともに、その使途の透明性を図るため、収支報告書と領
収書の添付を義務付け残額については町に返還することになっています。

表 -１ 単位：円 単位：円

【使用率：17.02％】

　
令
和
元
年
12
月
12
日
に

「
開
か
れ
た
議
会
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
の
設
置

が
議
決
さ
れ
た
。
合
計
８
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、
調
査

し
決
定
し
た
。

【
調
査
結
果
報
告
】

（
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
）

　
募
集
の
方
法
・
議
会
へ
の

関
わ
り
方
・
年
間
計
画
・
運

営
な
ど
に
つ
い
て
調
査
検
討

し
、
協
議
の
結
果
凍
結
と
い

う
結
論
に
達
し
た
。

【
町
民
と
議
会
の
語
る
会
】

　
開
催
回
数
・
町
政
と
の
関

わ
り
方
・
語
る
会
後
の
意
見

の
集
約
・
議
員
の
役
割
分

担
・
議
員
間
の
共
通
意
識
な

ど
を
調
査
検
討
し
、
協
議
の

結
果
回
数
を
定
め
ず
必
要
に

応
じ
て
開
催
す
る
方
向
で
条

例
の
改
正
を
す
る
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。

開かれた議会に関する調査特別委員会における調査結果について
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議
会
か
ら
の
お
願
い

　
議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
議
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
発
行
責
任
者 

 

　
　 

議
　
　
長
　
　 

上
田
　
茂
政

　
　
　
　
編
集
者委 

員 

長      

西
本
　
友
春

副
委
員
長      

福
島
　
知
雄

委
　
　
員      

佐
々
木
理
美
子

委
　
　
員      

大
久
保
　
輝

委
　
　
員      

矢
野
　
厚
子

委
　
　
員      

廣
瀨
　
英
二

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

佐
々
木 

理
美
子

　
菊
陽
町
の
議
会
だ
よ
り
は
現
在
６
人
の
委

員
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
定
例
議
会
後
の
第

１
回
委
員
会
で
役
割
分
担
を
行
い
、
記
事
作

り
が
始
ま
り
ま
す
。
黄
色
い
広
報
委
員
腕
章

を
つ
け
、
皆
様
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
に
回

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
し
て
議
会
は
皆
様
の
声
を
行
政
に
届
け

る
場
所
で
す
。
菊
陽
町
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
が

好
き
だ
か
ら
と
皆
さ
ん
と
の
共
感
を
も
と

に
、
す
み
よ
い
町
で
あ
る
た
め
に
議
会
、
行

政
が
是
々
非
々
で
議
論
を
尽
く
し
て
お
り
ま

す
。
菊
陽
町
の
未
来
を
つ
く
る
の
は
私
た
ち

町
民
次
第
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り

に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
が
思
う

ま
ち
づ
く
り
を
語
り
あ
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

Ｔｅａ Ｔｉｍｅちょっと ひといき
てぃー たいむ

菊陽町在住の３家族
（いとこどうし・おなかには新しい命も）

表紙の 紹介

取材後記

厚生労働大臣表彰おめでとうございます！
　「きくよう虹の会」がボランティア功労者団体として、地域活
動に貢献したことにより、厚生労働大臣表彰を受けました。代表
者の川端フジノさんに、どんな団体かお話しをうかがいました。
　結成の動機は当時の社協職員さんとの出会いで「菊陽で何ら
かの障がいを持った皆様と何か一緒にできることはないか」の
提案に賛同し、平成８年１月に「きくよう虹の会」を結成。目
的は「障がいを持った人たちの自立支援と、多くの人たちに正
しく理解してもらうこと」から始め、現在は15名で活動してい
ます。手作りの竹太鼓・樽太鼓・和太鼓を叩いて演奏する活動
です。最初の発表は平成８年のすぎなみフェスタで、その後老人福祉センターでのジョイントコンサートや平成
９年には熊本県立劇場でのこころコンサートにも出演、更にハートフルコンサートなどにも出演しました。その
後も依頼により町内の夏祭りや、イベントにも出演しています。立ち上げ当初の「出来る可能性のある事を、出
来るように伸ばす」という想いは実現できていると思います。
　25年前の立ち上げの頃は、障がいを持った子供を人前で活動するよう誘うことに、まだまだ理解の少ない時代
で、社会とつなげることが大変でした。
　課題は大きな楽器を持って移動するために車の手配が今も大変です。
　今後の活動の予定は、現在コロナの影響で活動ができにくい状況ですが、声がかかれば出演したいと思っています。
　菊陽町や皆様に願うことは、いろんな障がいを持った人たちを正しく理解して欲しいと思います。「きくよう虹
の会」に興味のある方は、毎月第１・第３土曜日の10時～12時まで老人福祉センターの大広間で活動しているの
で、見学に来てください。ただし雨の日は運ぶ時に太鼓が濡れるのでお休みです。

　「きくよう虹の会」25年間もほとんどのメンバーが欠けること無く続いています。「陰で多くの皆様の支援があ
るから」だと思います。その陰の人たちにも感謝とおめでとうございますを伝えたいと思います。
　今後も「きくよう虹の会」が活躍されることを願っています。

きくよう虹の会
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